も 文明国の、 そして 自由な 新時代の 女性と しての 公平 

なポ— ズ (姿態) だと 思いました。 

ただ、 女 は 何と 一が つても、 男より、 外観 美 を 保た な 

りくつ しんび い 

くて はいけ ない、 これ は 理屈より 審美的 立場から 云う 

いか きょそ 

のです。 で、 如何に、 挙措 を 解放す るに しても、 常に 

ある しゅうらん 

或 程度の 収攬 を、 おのずから 自分の 上に 忘れて はい 

けません。 

ほうし 

美的な 放恣、 つつまし やかな 自由、 それ はどう ある 

べき かと 追求 されても こまる けれど、 とにかく 以上の 

いず しんじゅつ ま 

字義 どおり 何れの 女性 も 心 術と して 欲しい、 結果 は 

おのずから 達成せられ るでありましょう。 



と を 象徴して 好い。 

よそお い つ そう にお ま 

美女が 化粧えば 一 層の 匂い を 増し 醜女が とりつくろ 

えば、 女性ら しい 苦労が 見えて、 その 醜な のが 許され 

る。 

おおかた 

ともあれ、 女と 生れた 大方の 女性に あって、 着物の 

まゆ 

柄、 帯の 色、 おしろい 眉ず み、 口紅 を 揃えて しばらく 

鏡の 前の よろこび (それに いらだたし さも どかし さは 

まじ 

交る とも) 女に のみ 許された そのよろ こび を 経験せ ぬ 

もの は 少ないで しょう。 
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